


　
当
Ｊ
Ａ
は
5
月
25
日
に
開
い
た
総
代
会
に
合
わ
せ
て
、同
会
場
で
平
成
29

年
度
の
優
秀
農
家
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、県
上
田
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
雫
田
幸
和
所
長
の
審
査

報
告
の
後
、同
所
長
と
Ｊ
Ａ
坂
下
組
合
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
、上
田
市
住
吉
の
宮
原
友
則
さ
ん（
79
）は「
栄
誉
あ

る
賞
を
頂
き
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
農
業
を
継
続
、発
展
さ

せ
て
い
く
と
と
も
に
、後
継
者
育
成
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
」と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

か
っ
こ
内
は
住
所・営
農
類
型
。

（
敬
称
略
）

◇
特
別
賞
の
部

▽「
牧
舎
み
ね
む
ら
」峯
村
誠

　
太
郎・伊
世（
東
御
市
新
張・

　
畜
産
）

◇
一
般
の
部

▽
宮
原
友
則
・
敏
子（
上
田
市

　
住
吉・果
樹
）

▽
関
邦
行
・
百
合
子（
同
市
真

　
田
町
傍
陽・野
菜
＋
花
き
＋

　
水
稲
）

▽
中
村
正
明
・
順
子（
同
市
東

　
内・花
き
＋
水
稲
）

▽
長
谷
純
男
・
正
子（
長
和
町

　
和
田・き
の
こ
＋
農
作
業
受

　
託
）

▽
西
沢
明
・
比
呂
子（
青
木
村

　
当
郷・水
稲
＋
小
麦
＋
ソ
バ
）

▽
保
科
達
夫
・ち
づ
子（
上
田

　
市
新
町・果
樹
）

　
当
Ｊ
Ａ
は
5
月
25
日
、上
田
市
天
神
の
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
で
第
24
回
通
常
総
代
会
を
開
き
ま
し
た
。総
代

8
2
0
人
の
う
ち
、代
理
人
、書
面
を
含
め
7
8
3
人
が
出
席
。平
成
29
年
度
事
業
報
告
、30
年
度
事
業
計
画

な
ど
全
７
議
案
を
原
案
通
り
に
可
決
し
た
ほ
か
、「
国
際
貿
易
交
渉
対
策
と
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
完
遂
に
関
わ
る

特
別
決
議
」を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
、政
府
が
定
め
た「
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
」の
期
限
が
来

年
5
月
に
迫
る
中
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
自
律
的
な
改
革
を
継
続
す
る
こ
と
へ
支
援
と
協
力
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　
第
8
次
中
期
3
カ
年
計
画
の
最
終

年
度
と
な
る
30
年
度
は
、計
画
の
総

仕
上
げ
と
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
完
遂
に

向
け「
農
業
所
得
の
増
大
」と「
安
心

し
て
く
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
貢

献
」に
全
力
で
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　
あ
い
さ
つ
し
た
坂
下
組
合
長
は
冒

頭
、昨
年
5
月
の
大
規
模
な
降
ひ
ょ

う
被
害
に
つ
い
て
触
れ
、ひ
ょ
う
害
果

を「
信
州
う
え
だ
合
戦
り
ん
ご
」と
命

名
し
、組
合
員
と
役
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
販
売
促
進
に
取
り
組
ん
だ
成
果

を
報
告
し
、今
年
の
無
事
を
祈
り
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
つ
い
て
は「
改
革

を
最
終
的
に
評
価
す
る
の
は
、政
府

で
も
規
制
改
革
推
進
会
議
で
も
な
く

組
合
員
の
皆
さ
ん
だ
。Ｊ
Ａ
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
団
体
で
あ
る
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。



　
Ｊ
Ａ
丸
子
営
農
セ
ン
タ
ー
と
西
内
活
性

化
組
合
は
5
月
10
日
、Ｊ
Ａ
西
内
店
で
エ

ゴ
マ
栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。初
め

て
栽
培
す
る
3
人
を
含
め
１5
人
が
参
加
。

藤
森
浩
明
同
セ
ン
タ
ー
長
が
、種
ま
き
か

ら
収
穫
ま
で
の
管
理
方
法
、乾
燥・保
存
の

注
意
点
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
エ
ゴ
マ
は
シ
ソ
科
の
植
物
で
、健
康
効
果

が
期
待
で
き
る
α‐リ
ノ
レ
ン
酸
を
豊
富
に

含
ん
で
い
ま
す
。病
害
虫
に
強
く
、高
冷
地

に
も
適
し
、鹿
の
食
害
も
受
け
に
く
い
こ

と
か
ら
、中
山
間
地
の
荒
廃
地
対
策
作
物

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
栽
培
し
た
エ
ゴ
マ
は「
生
絞
り・え

ご
ま
油
」と
し
て
商
品
化
さ
れ
、グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
ま
る
こ
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
上
田
市
立
北
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で「
畑
ク
ラ
ブ
」に
所
属
す
る

4
〜
6
年
生
の
児
童
14
人
が
、Ｊ
Ａ
上
田
東
営
農
セ
ン
タ
ー
の
和
田

慎
太
郎
営
農
技
術
員
の
指
導
で
、初
め
て
バ
ケ
ツ
稲
作
り
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。5
月
16
日
、土
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
に
肥
料
と
水
を
入
れ
て

か
き
混
ぜ
、長
野
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
米「
風
さ
や
か
」の
苗
を
3

本
ず
つ
、3
カ
所
に
植
え
付
け
ま
し
た
。バ
ケ
ツ
は
学
校
に
置
い
て
、児

童
た
ち
が
観
察
し
な
が
ら
管
理
し
ま
す
。

　「
畑
ク
ラ
ブ
」で
は
、学
校
内
の
畑
で
ト
マ
ト
、ナ
ス
、キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

の
野
菜
の
他
、ラ
ッ
カ
セ
イ
、ス
イ
カ
、メ
ロ
ン
な
ど
も
栽
培
し
て
い
ま

す
。児
童
た
ち
は「
自
分
で
作
っ
た
も
の
を
早
く
食
べ
た
い
」と
、収
穫

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
し
お
だ
米
プ
ロ
生
産
者
部
会
は
5
月
9

日
、衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）を

搭
載
し
た
田
植
え
機
の
実
演
会
を
、上
田

市
小
島
の
㈲
小
林
農
園
の
水
田
で
開
き
ま

し
た
。部
会
員
や
Ｊ
Ａ
、県
上
田
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
、メ
ー
カ
ー
関
係
者
ら
25

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
実
演
し
た
田
植
え
機
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
得
た

位
置
情
報
に
よ
り
、自
動
操
作
で
真
っ
す
ぐ

に
苗
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
る
最
新
鋭
の

機
種
。ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
く
て
も
直
進
す

る
た
め
、作
業
し
な
が
ら
苗
を
補
充
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。参
加
者
は「
こ
れ
な
ら

水
量
が
多
く
て
も
真
っ
直
ぐ
に
植
え
ら
れ

る
の
で
精
神
的
に
も
楽
に
な
る
」と
熱
い

視
線
を
注
い
で
い
ま
し
た
。

　
青
木
村
を
訪
れ
て
い
た
ラ
オ
ス
人
民
民

主
共
和
国
シ
ェ
ン
ク
ワ
ン
県
の
視
察
団
が
5

月
11
日
、当
Ｊ
Ａ
の
農
業
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
。視
察
団
は
同
村
地
域
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
研
究
協
議
会
が
招
い
た
同
県
農
林
省
部

長
の
ウ
ィ
エ
ン
カ
ム・チ
ャ
ン
タ
ー
ラ
さ
ん
ら

3
人
。北
村
政
夫
村
長
も
同
行
し
、Ｊ
Ａ
西

部
地
区
事
業
部
の
赤
池
邦
浩
次
長
の
案
内

で
、Ｊ
Ａ
の
農
業
資
材
店
舗
や
水
稲
育
苗
セ

ン
タ
ー
、ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。

　
一
行
は
、機
械
化
さ
れ
た
設
備
や
大
型
コ

ン
バ
イ
ン
な
ど
を
興
味
深
く
見
学
し
、生
産

資
材
店
舗
で
は
、堆
肥
や
肥
料
の
種
類
の
多

さ
に
驚
き
な
が
ら
、成
分
や
使
い
道
に
つ
い

て
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
種
な
し
ブ
ド
ウ
の
栽
培
技
術
向
上
と
生

産
拡
大
を
目
指
す
東
部
ぶ
ど
う
部
会「
と

う
み
未
来
ブ
ド
ウ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
5
月

10
日
、東
御
市
祢
津
の
小
川
高
史
さ
ん
の

ブ
ド
ウ
ハ
ウ
ス
で
今
年
１
回
目
の「
無
核

ブ
ド
ウ
初
心
者
講
習
会
」を
開
き
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
種
な
し
ブ
ド
ウ
の
栽
培
に
取

り
組
む
生
産
者
5
人
が
参
加
し
、種
あ
り

ブ
ド
ウ
と
の
違
い
や
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
営
農
技
術
員
が
、種
を
な
く
し

果
粒
を
大
き
く
す
る
た
め
に
行
う
ジ
ベ
レ

リ
ン
処
理
の
方
法
や
房
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
、実
演
を
交
え
て
説
明
。参
加
者
は

「
不
安
も
あ
る
が
、家
族
と
協
力
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
旧
真
田
町
出
身
の
東
京
在
住
者
で
つ
く
る

「
東
京
真
田
町
の
会
」の
第
31
回
定
期
総
会
が

5
月
20
日
、東
京
都
千
代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
で
開
か
れ
、Ｊ
Ａ
女
性
部
真
田
支
会

の
役
員
が
、会
場
内
で
地
元
産
の
野
菜
や
山

菜
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み

は「
ふ
る
さ
と
の
新
鮮
な
味
を
届
け
た
い
」

と
、女
性
部
の
発
案
で
昨
年
か
ら
始
め
た
も

の
で
す
。

　
総
会
に
は
会
員
や
来
賓
な
ど
約
50
人
が
出

席
。会
場
内
に
並
べ
ら
れ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

レ
タ
ス
、ワ
ラ
ビ
、花
豆
な
ど
を
次
々
と
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。会
員
は「
な
か
な
か
帰
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、ふ
る
さ
と
の
野
菜
を
買

う
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」と
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
よ
だ
く
ぼ
南
部
支
会
は
5
月

18
日
、よ
だ
く
ぼ
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
今

年
1
回
目
と
な
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
講
座「
プ

ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」を

開
き
ま
し
た
。子
育
て
世
代
の
母
親
12
人
と

そ
の
子
ど
も
6
人
が
参
加
。同
セ
ン
タ
ー
の

営
農
技
術
員
が
講
師
を
、女
性
部
員
5
人
が

補
助
役
を
務
め
、1
つ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
ミ

ニ
ト
マ
ト
を
、も
う
1
つ
に
は
パ
プ
リ
カ
、オ

ク
ラ
、ピ
ー
マ
ン
、ナ
ス
の
中
か
ら
好
き
な
苗

を
選
ん
で
植
え
付
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
親
子
で
一
緒
に
作
業
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
」「
初
め
て
野
菜
を
植
え
た
。実
が

な
る
の
が
楽
し
み
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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ＪＡ職員が農家を訪問し、農畜産物についての知識を教わり、体感する企画。
JA JA

体験した2人に
感想をききました！

「直売所に生産物を出荷していると、消費者の反応をストレートにもらうことが
できるので、まさに『顔の見える農業』だと実感しています。自分の農産物のファ
ンが増えることはとてもうれしいことですし、とてもやりがいを感じています。こ
れからも販売チャンネルを日々追求し、消費者の声に応えられるような良い農
産物を生産していきたいと思います」

「同じ環境で育てられたレタスでも玉の巻
き方や外葉の広がりが異なり、その違いを
見極めて収穫する楢原さんの“スゴ技”に驚
かされました。また、直売所に出荷するレタ
スの包装では、レタスを劣化させずに見栄
えも良くする工夫がなされており勉強にな
りました。これからも直売所へ足を運び、農
家の方たちの努力と工夫のこもった農産
物を購入したいと思いました」

「今回の体験では、レタスの収穫を
やらせてもらいました。一つひとつ
手で触って中身がしっかり詰まって
いて、ある程度硬さのあるものを収
穫しました。収穫適期のレタスを見
極めるのは難しく、楢原さんの長年
の経験と知識の深さを学ぶことがで
きました。とても貴重な体験になり
ました！」

塩入さん小林課長

最後に楢原龍太郎さんにインタビュー 農業への思い
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JA JA

JA職員の 農家訪問記JA職員の 農家訪問記

　6月上旬、さまざまな野菜を少量多品種栽培し、直売
所へ出荷している楢原さんの畑におじゃましました。

今回おじゃましたJA職員

東御市新張

東部地区事業部付
塩入みちるさん

ＪＡ信州うえだ　
東部地区事業部　
生活課（総務課）課長
小林　文治さん

東部地区事業部付
塩入みちるさん

ＪＡ信州うえだ　
東部地区事業部　
生活課（総務課）課長
小林　文治さん

な ら は ら 　 　 り ゅ う た ろ う

　野菜（レタス、サニーレタス、リーフレタス、白菜、キャベ
ツ、トマト、トウモロコシ、枝豆、ニンジンなど）170アール、
水稲180アール栽培。

　東京の大学を卒業後、帰省して実家の農業を継ぐ。はじ
めは市場出荷しかしていなかったが、継いでから3～4年
目に当ＪＡ直売会に入会し、西友上田東店への出荷を皮切
りに直売所出荷を始める。現在は妻と息子、娘の4人で農
作業を行っており、デリシアやベイシア東御店、マルシェ国
分など8店舗へ野菜などを出荷している。当ＪＡ葉洋菜部
会、直売会に所属。

楢原さん家の直売所出荷野菜編

収穫作業

包装作業

ここで注目！

楢原　龍太郎さん(54)

職人の
技ですね！

JA JA

JA

JA

　楢原さんはたくさんの野菜を育て、直売所などへ出荷して
います。今回は数ある野菜の中からレタスの収穫・包装作業
を体験させてもらいました！

大切なのは感触です。触ってみて少し硬いくらいのものが収穫適期で、葉がぎっしり
詰まっていておいしいです。柔らかいものは内側がスカスカでまだ成長しきってい
ませんし、逆に硬いと成長し過ぎです。この違いは微妙で見極めるのが難しいです
が、毎日やっていると感覚で分かるようになりますよ。

　レタスは地際の株元を包丁で切って収穫します。広がって
いる外葉は見た目を整えるためにある程度取り除き、切り口
は包丁で整えます。

　レタスを収穫すると、切り口から白
い分泌液が出てきます。これは「乳（ち
ち）」と呼ばれているもので、レタスが
新鮮な証。強い苦味と渋味がありま
す。切り口からはしばらく出続けるの
で、収穫したら2～3分は切り口を上に
して分泌液が出なくなるまでレタスを
置いておきます。

　分泌液は時間が経ち過ぎると赤っぽ
く変色してしまうので、切り口から出な
くなったら蓄圧式噴霧器で水を吹きか
けてきれいに洗い流します。切り口が
きれいになっても葉に分泌液がついて
いるとそこが変色してしまうので、葉ま
で丁寧に流します。

　分泌液を洗い流したら、コンテナに
入れて当ＪＡ東部営農センターまで運
びます。コンテナにレタスを入れるとき
は、外葉を内側に丸めて切り口を上に
して入れます。楢原さんは自宅で包装
作業などを行うことが多いですが、急
ぎの出荷時は東部営農センターで作
業することもあります。

うちではよりレタスの鮮度を保つため規格袋で包装して出荷しています。これに
より、その日の夕方くらいまで鮮度を保つことができ、より多くの消費者に新鮮
なものを届けることができます。また、店頭に並んでいる間もレタス自体に人の
手が直接触れることがなくなるので、安全・安心面での工夫でもあります。

収穫目安

ペロッ、これは
想像以上に苦いぞ！？

きれいに
なったかな…

JA

包装作業には清潔なタオルやビニール（肥料袋などをきれいに洗浄したものなど）、レタ
スを入れる規格袋、セロハンテープを使います。

レタスをビニールで優しく包み、
ビニールごと規格袋に入れます。

下までしっかりレタスが入ったことを確
認し、ビニールをスッと引き抜きます。

　形を整えてから
規格袋の口をしっ
かりセロハンテー
プで止めます。最
後にラベルを貼り、
各直売所へ出荷し
ます。出荷方法は、
当ＪＡから店舗へ
配達するか、楢原
さんが直接店舗へ
持っていきます。

お！うまいうまい
JA





正常 副鼻腔炎
ぜんとうどう

前頭洞 炎症

鼻腔

炎症で膿
がたまる

しこつどう

ちょうけい こつ どう
篩骨洞

じょうがくどう

上顎洞

※蝶形骨洞
　は篩骨洞
　の後ろに
　ある

住宅新築は、建設会社との打ち合わせや住宅ローンの手続きなど、契約までに日数がかかります。
住宅ローンをお考えの方は、お早めにJAへご相談ください。

年
金
相
談

ロ
ー
ン
相
談

場　所 時　間 お問い合せ先等

法
律
相
談

税
務
相
談

結
婚
相
談

介
護
相
談

期　日

お問い合わせ先　プレミアムサロン　☎23-1145●プレミアムサロン　※平日、第4土曜日  午前9時～午後5時

○ローン営業センター 平日・土・日 午前9時～午後5時
                                  ※7月16日（月）は休業いたします。
○東御支所、川辺店 毎週土曜日 午前9時～午後5時
○本原店             7月21日（土） 午前9時～午後4時
○丸子支所             7月28日（土） 午前9時～午後4時
○塩田支所      7月14日（土）・21日（土） 午前9時～午後5時
○各支所             平日             午前8時30分～午後5時

丸子支所 午前１０時３０分
～正午

丸子地区事業部総務課

毎週（月）～（金）
（祝日は除く）

ラ・ヴエリテ

午前８時３０分
～午後４時

※諸事情により日時や終了時間が変更になる場
合があります。事前にお問い合わせください。

福祉相談センター　☎39-7702

総務企画部くらしの相談課
☎23-4040

福祉相談センター

出会いのオアシス事務局★予約制
※事前に右記の事務局
に予約してください。

☎42-2528

本所（ハニーウェル） 午前9時30分～
午後4時30分

信用部推進課 ☎25-8000
★予約制　
※相談内容と希望時間をご連絡ください。

●7月12日（木）本所　●7月19日（木）東内店　●7月24日(火)室賀店・大門店　●7月26日（木）東塩田店　   
●8月 7日(火)滋野店　●8月 9日（木）長店  ※相談時間：午前9時30分～午後3時 

7月11日（水）
次回は9月12日（水）
に行います。

お問い合わせ先　
ローン営業センター　  0120-738-055
または各支所・店まで

7月10日（火）
7月23日（月）
8月  7日（火）

7月14日（土）



1時間以内でできる作業3,000円(消費税抜き)で承ります。

初回のご訪問時に、その場で直せるものはその
場で修理し、併せて今後の対策やアドバイスを行
います。

お見積もりをご提示した上で作業方法を説明し、
お客様の了承後に作業を行っていきます。(提出
した見積もり内容が1時間以内で終わらない場
合、追加の料金はいただきません)
※作業において、部品等が必要な場合は、別途部
品代がかかります。






